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１　平成26年12月期 通期連結業績予想数値と実績の差異（平成26年１月１日～平成26年12月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

２　平成26年12月期　通期個別業績予想数値と実績の差異（平成26年１月１日～平成26年12月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

（注）個別業績予想数値について営業利益は公表しておりません。

３　差異の理由

４　営業外収益(為替差益)の発生およびその内容

(注)

　　　　　　　  以 上

上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

平成27年２月13日

会 社 名
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業績予想と実績の差異および営業外収益(為替差益)の発生に関するお知らせ

代 表 者 名

問 合 せ 先

電 話 番 号

　平成26年５月14日に公表いたしました平成26年12月期（平成26年１月１日～平成26年12月31日） の業績予想と
本日公表の実績に差異が生じ、また、営業外収益(為替差益)が発生しましたので下記のとおりお知らせします。

当期純利益
１株当たり

当期純利益

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 9,700 100 100 50 3.25

売上高 営業利益 経常利益

7.62

 増       減       額  （Ｂ－Ａ） △ 362 △ 3 98 67

実　　　　績　　　　値   （Ｂ） 9,338 97

98.0

117198

134.0

 （ご参考）前期実績
 （平成25年12月期）

9,643 84 216 65 4.17

 増         減         率   （％） △ 3.7 △ 3.0

１株当たり
当期純利益

売上高 経常利益 当期純利益

12.78

100 6.51

　通期の売上高は、主力製品を中心に拡販活動に努めましたが、機能性フィルムの販売競争の激化などにより、前回
予想を下回る結果となりました。また、利益面におきましては円安による為替差益の計上などにより、経常利益および
当期純利益ともに前回予想を上回る結果となりました。

196

△ 4.5

 （ご参考）前期実績
 （平成25年12月期）

9,151 250

57.3

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 9,500 150

 増       減       額  （Ｂ－Ａ）

実　　　　績　　　　値   （Ｂ） 9,071 236

　平成26年12月期において、為替相場の変動による為替差益９千５百万円を計上いたしました。これは主に当社が保
有する外貨建債権債務の決済および平成26年12月末時点の為替相場による評価で発生したものです。

96.0

△ 429 86 96

107 6.83

 増         減         率   （％）

nobuhito-okagami
FASF


